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謝金の支払い基準に関する内規 

 
（目的） 

本内規は、本学会が主催する事業に伴う各種謝金の支払いに準用する基準を示すもので

ある。 
（謝金の定義） 

謝金とは、大会等において本学会が依頼した非会員の講師等が行った講演やシンポジウ

ム等に対して支払われる金額をいう。 
（適用の範囲） 

本内規に示す基準は、原則として日本保育学会大会における講演、シンポジウム、ある

いはそれに準じた事業に適用する。 
 

（謝金の基準額） 
謝金の基準額は以下のとおりである。 
講師等が名誉会員を含め会員の場合には謝金は支給しないものとする。 
記念講演：10 万円（税引き後） 
但し、講演者の社会的立場等を勘案し 30 万円までを上限として認めることができる。 
10 万円を超える場合は、理事会に報告する。 

特別講演： 5 万円（税引き後） 
但し、講演者の社会的立場等を勘案し 10 万円までを上限として認めることができる。 

シンポジウム等： 2 万円（税引き後） 
（委任） 
 本内規に提示のない事項については、理事会の承認を得なければならない。 
（改廃） 

本内規の改廃は、理事会が行う。 
附則 本内規は平成 23 年 6 月 1 日から施行する。 


